
SPIRITの概要�
Overview of  SPIRIT

SPIRITでの規定方法はMIAと同様に、�

国際標準や業界標準を広く採用している。�

●C、COBOL、SQL言語の処理系項目を

詳細に規定して、ポータビリティを向上。�

●XPG4や分散処理環境のDCE、各種

APIなどのX/Open仕様を大幅に採用。�

●OSI、インターネット、DCEなどの�

各プロトコルとシステム管理機能を規定。�

●トランザクション処理用の言語STDLと�

プロトコルTxRPCにMIA仕様を採用。�

応用プログラム�

言語�

プラットフォーム�

データ�
管理�
サービス�

トランザ�
クション�
サービス�

オペレ－ティング・システム・サービス�

ヒューマン�
インタフェース�

交換媒体�

交換形式�

●インターフェース規定点�

言語�

応用プログラム・インタフェース�

サービス要素間インタフェース�

その他�

�

プロトコル�

遠隔システム�

通信�
サービス�

分散�
サービス�

セキュリティ�
サービス�

プレゼン�
テーション�
サービス�

管理�
サービス�

ＳＰＩＲＩＴ�
SPIRITのプラットフォームは言語と8つのサービス要素から構成され、�

応用プログラムと各サービス要素のインタフェースなどを規定。�
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SPIRITのプラットフォーム�
SPIRIT platform


